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調査と処理の要領はじめに

ｉ凋炎は洲綱市内から四校と中頭地区から－－校を選び、各

学年とも二学級をとり．アンケートに答えてもらった。各

学年のり)女別の調査対象者数は表－１の通りであI)．鯛iIf

時期は1975年３月である｡なお､アンケート文を涜料－１と

して論文の末尾にあげておく。

，I､学校低学年において，〕理科は体育や音楽とともに児茄

生徒にとって好きな科目になっている。しかし満学年に

進み上級学校に行くにしたがって理科の嫌いな生徒が期え

ていく傾I(ﾘがあるといわれている。また、昨今､11判教育に

おいては探究学習がII問えられていて，流動的探究，安定(１９

探究などと探究学習のありかたについて極々議論されてい

るが，探究学謝では生徒の自主・主体的な学習の機会をよ

り多く要求されているという点に関しては異繍がないと思

われる。そのように生徒に自主的な学習をさせる時，その

生徒自身が理ﾄﾞﾄについてどのような興味，どの程度のllLI心

を持っているかはその学習の成立に大きく影響をおよぼす

要因になると思われる。さらに，探究学習が取りくまれて

久しくたっており．そのことによって生徒の理科に対する

興味はどのようになっているかということは調べておかな

ければならないと思われる。

以上，小学校の頃の理科の興味が中学校にすすむとどの

ように変るかということや．探究学習との関連の中で

中学生の理科への興味の実態を知りたいということが

本調迩・研究の動機である｡調査項目を現在の理科に対す

るすき・きらいとそのすきになり，

表－１鯛査対象者数
(人）

■■四回、、
可呵、■■

ｍＦＨｍｗＨ

テータは次の四つの処理のしかたをして分析，考察した。

(1)現ﾊﾖの理科に対するすき・きらいを避準にしてその他

の項目との分割表を作った。表－２に１年男子について

の具体例を示しておく。

｡

nｏ

表－２応答者分割表口年男子）

きらいになる学習諸条件、すきな分

野，および小学校時代の理科への興

味はどうであったかの四項目につい

て中学生を対象に調査し，それら四

つの項目の関連のなかから理科のす

き・きらいに影響をおよぼしている

いくつかの要素をとらえたい。
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Ａ１：たいへんすき

Ａ２：ややすき

A3：すきでもきらいでもない

Ａ`：きらい

Ａ,：たいへんきらい

分布数（期待値）

この値はllUj1ILがないと仮定したときの期待'1kからの相

対的ずれを示す通とみて，検討を力llえた。

結果およびその分析

各項目別に1'1純典計を行った結果について述べる。

Ｌ現在の理科に対するすき・きらいについて

（設問１．図－１）

B】：たいへんすきだった

B2：ややすきだった

B3：すきでもきらいでもなかった

B`：きらいだった

B`：たいへんきらいだった

、

％

巧

Cl：第一分野がすき

C2：第二分野がすき

Ca：どちらともいえない

４［

D,：内容がおもしろい(Ａ１,Ａ２）むつかしい(Ａ４，Ａ`）

､2：実験や観察かあってたのしい(ＡかＡ２）めんどうだ(＆,A`）

､3：授業がわかりやすい(Ａ1,Ａ怠）わかりにくい(A`,Ａ`）

､`：理科の成績がよい(Ａ､,Ａ２）わるい(A４，Ａ`）

､`：その他

、卍

図一｜すき・きらいについての分布

(2)各項目についての単純集計を行い考察を加えた。

(3)それぞれの分割表におけるＸｚと連関係数Ｃをもとめた。

各分割表における巡閲係数の考察を通して理科のすき・

きらいを規定する要因としてどれがより大きく彫騨をお

よぼしているかを考察した。

ｘ２と連関係数Ｃの計算式を次に示す。

ｘ２＝（〃iノールノ)2÷ｍｊ

ｃ＝〔(lzv(〃〃－〃Ｖ)3÷nqjl

÷("×Ｍｎ(γ－''＠－1))〕!′２

〃：分割表に含まれる回答者総数

〃〃：Ａ項目ｊ瀞目を選び，かつＢ項目のノ稀|］を選

んだものの数

〃〃＝〃×Ｉ（Ａ項目のｊ番目を選んだ者の数）÷ｎｌ

ｘ|(Ｂ項目のノ番目を選んだ者の数）÷ｎＩ

Ｍｊ''（ｒ－Ｌｃ－１）：分割表の行および列数のうち

小さいものから１を減じた数

この連関係数Ｃは股大連関の場合に１になる。

(4)さらに細かく関連をみるために

（〃リーガ")÷灯りを用いた。

〃｡』：分割表のｊ行ノ列への実際の分布数

〃Ｕ：完全に連関がないと仮定した場合の肚行ノ列の

男-ｆについてみると，1年生では．.ややすぎと答えた

ものが多く，２，３年生では.､すきでもきらいでもない゛、

とするものが岐も多い。また２１F生と３ＫＭ１はその分布の

型がよく似ている。

女子では各学年とも゛､すきでもきらいでもない.．という

ものが舷も多く，．.ややすぎ､とするものは1年生に比べ２，

３年生で大きくiMiっており，それに対応して,.､きらい.．と

答えるものはlfI昌生に比べ2,3年生ではかなり嫡加している。

..たいへんすき.、とするものでは男子と女子の分布差が大

きく、男子の７～13％に比べ，女子は1.4～４％とかなり

少ない。

分布の型を学fl2別にみると男女と６１年と２，３年の間

で顕著な迎いが兄られるようである。また．１年女子の分

布の型が男子の２．３年のものによく似ているのは興味深

し、。

次に.すき・きらいについての５つの項目をすき，普通，

きらいの３つの項目にまとめ，学年別，男女別にその応答分

布率を表－３に示す。男子は女子に比べ理科のすきなもの

が多く，全体として学年差が始んどない。女子は１年で理

科をすきなものがきらいなものより多いが，２，３年では

逆にきらいなものが多くなっている。

句

巳

－４４－
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3．分野について（設問－３，図－３）

表－３すき・きらいの分布比
(％）(％）

ｏ－ｏｌ年

巴

､

６

2．小学校時代における理科のすき゛きらいについて

（設問－４，図－２）
図－３すきな分野についての分布

この設問は理科のすき・きらいとは別に二つの分野のう

ちですきな方を選ぶという形をとった。そして．中学校で

初めて理科の内容が二つの分野に別れるのであるがそのこ

とと理科のすき・きらいとの間に相関があるのかどうかを

調べた。

その結果を男子についてみると第２分野の方を好きとす

るものが多く，１，２年生は殆んど同じであるが３年生は大

きく減り。第１分野の方を好きだとするものについては学

年差が殆んどない。

女子では第１分野をすきとするものは1年生に比べ2,3年生で

かなり減り，第２分野については各学年ともほぼ同じである。

学年の推移によって分野に対する好みの移り方に男女差

のあることは興味ぶかい。

全男子・女子の各々についてどの分野を選ぷかの応答比

を表－４にまとめた。男女とも第２分野をすきな者が非常

に多く第１分野の２～３倍である。

(％）

ＩＤＩＪｄｂ

⑬

図－２小学校時代でのすき・きらいの分布

現在の中学生に対して小学校時代のすき・きらいを問う

ことは、回想的なものになり，その結果がただちに彼等の

小学校時代のほんとのすき・きらいを反映しているとは思

われないが，一応の傾向をみるためにこの設問を設け

たｃ

男子では各学年とも殆んど同じ分布を示している。傾向

としては..ややすきだった．、とするものが40％で職も多く，

..たいへんすきだった”ものが25％ごあわせて65％が理科

をすきだったと答えている。

女子では男子ほどには理科をすきとせず.全体として“す

きでもきらいでもなかった.、とするものが最も多い。しか

し，１年生では２，３年生と違っていて男子と同じく､.や

やすきだった.、が股も多い。

野

表－４分野別の応答分布比

ヨーーロ■■■

この設問は理科のすき・きらいについてそれぞれの理由

を５つあげたなかから選んでもらった。すき・きらいの理

由を一応対応させてあるが,たとえば｢内容がおもしろくて

すき」と「内容がむつかしくてきらい」とのように多少二

－４５－

男・女 男子 女子

すき 普通 きらい すき 普通 きらい

1年 ５３ 3６ １１ 4２ 4６ 1２

２年 4５ ４１ １４ 2１ 4５ 3４

3年 4８ 4２ 1０ 2２ ５１ 2７

平均 4８ 4０ 1２ 2８ 4７ 2５

第１分野 第２分野 どちらとも

男子 １ ２ １

女子 １ ３ １．５
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4．すき・きらいの理由i二ついて

(％）（設問－２の１．２，図－４）

女子では授業がわかりにくいとするものが股も多く．そ

れは筒学年ほど多い｡授業のわか')にくさについで内容のむ

つかしさをあげているが，それも学年が進むにつれて多く

なっている点は留意しなければならない。

成績がわるいために理科をきらいだとしているものは．

成績のよさを理科のすきな理由としてあげるものに比べて

多く，この傾向は女子にめだつ。

8-

空．．－何

へ－４２，－－埒

ら

5．現在の興味と他項目との関連（表－５）

これまでアンケート各項目の単純集計の結果について分析的

にみてきたが，次に現在の理科に対するすき・きらいに影

響を与える要因として小学校時代における理科に対する輿

1床．現在の学習条件（内容，実験・観察．授業，成績，そ

の他)、分野に対する好みのどれがより炊く作用している

かをみるために，現在の理科に対するすき・きらいを雅準

にしてそれぞれの項目との分割表を作り，それらの分割表

についての連関係数を求めて考察した。

己

鯵一、

内糯譲攪腱成鰄そのｉｎ内糯綴授鵜'蝋纈その'ＩＩＬ
エー‐･￣

8二一一ｃ
Ｆ￣■￣

表－５各項目における連関係数値

(％）図－４すき．きらいの理由についての分布

ユアンスの違う対時をさせてあるのもある。

〈すきな理由について＞

分布の多い順位は男女とも，実験・観察がたのしい．内

容がおもしろい，授業がわかりやすい，成績がよいの順に

なっている。実験・観察のたのしさをあげるものが１．２

年の男子と１年女子では特に多く，それは高学年になるに

つれて減っていく。特に女子ではその傾向が強い。

授業がわかりやすいからとするものが女子の１．３年で

は男子に比べて多いのがめだつ。成績を理由とするものは

予想に反して男女とも非常に少なく，理科のすき・きらいは

成績に始んど関係ないようである。

内容がおもしろいからとするものは実験・観察のたのし

さについで，理由として大きな要素になっており，特に男

子では顕著である。

〈きらいな理由について＞

男子ではきらいな理由に答えている絶対数は少いが，多

少めだつのは授業のわかりにくさを理由としていることで
ある。

｡

＄

小学校時代における理科への興味との関連．第１分野・

第２分野についての好みとの関連，現在の学習諸条件との

関連についての学年・男女別の連関係数をまとめてある。

なお，アンケートではすき・きらいの理由という型で学習

の諸条件をきいている。

表－５における連関係数を概括的にみると現在の興味へ

の影響は過去における興味からの影響よりも現在の学習条

件から強く受けているようである｡また．男子２，３年につい

ては分野への好みがある程度要因になっているといえる。

さらに，次の式

（"〃－"力）÷Ijvで与えられる値を表－６の要領
で記号化し，それを分割表にし考察した。

－４６－

項目 学年 男子 女子

小学校時代にお

ける理科への輿

味との関連

１年

２年

3年

０．２９

０．２３

0．２９

0．１９

０．１４

0．２８

分野への

好みとの関連

１年

２年

３年

０．１３

0．３１

0．３４

0．２３

0．１９

０．１８

現在の学習諸条

件との関連

１年

２年

３年

０．３１

0．４２

0．３６

0．３９

０．４】

0．３１
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〃

表--6（ｊｚｖ－"")÷"ｂの値の処理要領 表－９期待値からのずれの様子

ａ現在の学習諸条件との連関を通して（表－７，表－８）

表－７期待値からのずれの様子（男子）nＪ

罫爲霊霊ｍｍ
ｍｍｍｍ■■曰■
鹿一一一元面面■￣■

１面…、石
一一■回■団

(男子） (女子）､

“どちらとも．'と答える傾向が強く両分野とも好きになれ

ないようすが見られる。

c・小学校時代のすき・きらいとの連関を通して

（表－１０，表-11）

表-10期待値からのずれの様子（男子）表－８期待値からのずれの様子（女子）

￣■凧ETmF■ｚｍ
－ｍｍｍ碗關
面面■四四■■■■四
一一ｍｍ■￣■
＿ローーーー
ーー－町■■

イ，男子で理科を．.たいへんすぎ､だとするものは実験・

観察の楽しさもきることながら，期待値からのずれのよ

うすからみると理科の内容のおもしろさに興味をもつ傾

向が強くなるようである。

ロ，．､ややすき.、だとする者は男女とも他のグループに比

べて実験・観察をその理由としてあげる傾向が特に強い

ようである。

ハ，“きらい”や,たいへんきらい.，とする者は理科ずき

なグループに比べて授業と成績をあげる傾向が強い。

ｂ、第１分野，第２分野に対する好みとの連関を通して

（表－９）

イ，男子の.`たいへんすき“だとするものは他のグループ

に比べると第１分野を好む傾向が強いようである。

ロ，“ややすき．・だというものでは他のグループに比べる

と男女とも分野に対する好みをはっきりしめしている傾

向がみられる。

′､，“きらい…たいへんきらい雨だとするものは男女とも

②

表一Ⅲ期待値からのずれの様子 (女子）

､

回想的な答えではあるが，男子については小学校時代の

理科に対する興味の度合が中学校では一段階きらいの方に

移る傾向が見られる。女子については男子ほどはっきりし

た傾向は見られない。男女ともかって“たいへんすきだっ

た・・ものが今は“たいへんきらい”と答えていることが少

－４７－

分野 第１分留ｆ 第２分野 どちらとも 第１分野 第２分里ｆ どちらとも

学年 １２３ １２３ １２３ １２３ １２３ １２３

たいへん

すき ＋十 ＋－ －＋ －＋－

ややすき ＋ ＋ ＋ ＋

すきでも。き
らし､でもない ＋ ＋

きらい ＋什 ＋＋

たいへん

きらい ＋－１+＋ 什十

、’

l(ndj-〃が)÷""」 〃ij＞〃〃 〃〃＜灯り

１－５ ＋

６－以上 什
－

－

諸条件 内容 実験観察 授業 成績 その他

学年 １２３ １２３ １２３ １２３ １２３

たいへんすき ‐|+＋ ＋－ －－＋

ややすき ＋＋＋

きらい 十十十 ‐}Ｈ+＋

たいへんきらい ｌＨ＋ ＋＋

諸条件 内容 実験観察 授業 成績 その他

学年 １２３ １２３ １２３ １２３ １２３

たいへんすき 升一一 －－＋ －＋

ややすき 一十 ＋＋＋ －－

きらい
￣￣－
－￣ ＋＋＋ 1+＋＋

たいへんきらい ＋ ＋＋ 什

たいへん
すきだった

ややすき
だつた

すきでも
きらし､でも
なかった

きらい
だった

たいへんき
らい還った

学年 １２３ １２３ １２３ １２３ １２３

たいへんすき ＋什什 ＋

ややすき ＋＋＋

r鱒１１韻 ￣－￣
￣￣ ＋＋＋ ＋＋ －＋

きらい ＋＋＋ ＋＋ ＋

たいへん

書らい
手＋手 牛牛

たいへん

すきだった
ややすき
だつた

す彗でも
きらいでも
なかった

きらい

だった

たい

きら

ゴー

し、

ん

犬ざつた

学年 １２３ １２３ １２３ １２３ １２３

たいへんすき ＋ ＋ 十

ややすき ＋ ＋－

すきでも.き
らいでもない ＋＋ ＋

きらい ＋ ＋ －＋－

たい

きら

Fへ

し、

ん
＋ ＋－ 十十
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ｏ理科ぎらいをすきにさせるための留意点

理科ぎらいの最；大の理由が授業のわかりにくさである

ことから授業での説明のしかたや板書や演示などに工夫

を加えること力留まれる。さらに,きらいな理由になって

いる内容のむつかしさもあわせて考え．授業をわかりやす

く展開していくことも必要であろう。そのことは男子よ

りも女子b低回;斡邑よ')は高学年でより留意しな(汁uｺﾞならなし、

ややすきと答えた生徒達が実験や観察のたのしさを感じ

ていることから，実験・観察の機会をなるべく多く与え

ることが興味づけに効果的であると考えられる。さらに

以上の留意点は第２分野の指導の際に効果をあげやすい

ようである。

々めだつが，それらは何か心備的な要因が入っているよう

に思える。

総括的考察

理科のすき・きらいは同一学年を比較する限りにおいて

は男女差は歴然としてあるように受けとられ，男子の方が

理科への興味は強いといえる。また，男女とも分布の型は

ちがうが学年差があり，１年生と２，３年生との間でよう

すが明らかに異っている。その原因の一つとして考えられ

ることは学年が進むにつれて理科の内容に抽象的概念や定

量的なとり扱いなどが増えてきて理科がきらいになってく

るのではないかと思われる。また,分布の型を男女間で比べ

てみると1年女子と２，３年男子の分布および女子の２，

３年生の小学校時代の興味を回想したものが同じような型

をしている。さらに，女子の中学1年が小学校を回想した

ものと男子の中学1年とか似た分布の型を示している。こ

のことから考えられることは女子の理科のすき．きらいの

分布型が男子では２年程ずれて高学年に現われるようであ

り，興味深いことである。このことはその時期の男女の心

身の発達段階のずれと一致していると思われる。しかし，そ

のことについては充分な検討・考察が必要であるので，今

回は単に留意点の一つとしてあげておきたい。

生徒達は理科のきらいな理由として授業のわかりにくさ

を大きくあげているが，このことは教師の指導のあり方に

加えて教材内容からくるむつかしさにも関連しているもの

と思われる。

生徒が理科を好きになる理由としては実験．観察のたの

しさを多くのものがあげ，次に理科の学習内容への興味を

あげている。また分野別には第２分野が一般的に好まれて

おり，第１分野はどちらかというと理科を．たいへんすき・・

だとするものが好む傾向がある。

女子にとっては授業のありかたが理科を好きになり，

きらいになる両方の理由になっていることは男子に比

べて顕著に現われておりその点で特徴的であるといえるよ

うである。

以上のことから教師として理科学習指導の際に留意し，

努力すべきことを考えてみる。

理科のきらいな生徒を理科をすきにさせるといった興味

の変容を指導効果の一つととらえ，理科のきらいな生徒を

すきにさせ，理科のすきを生徒をよりすきにさせる授業の

持ち方のポイントをまとめてみた．

菰

＄

ｏ理科をよりすきにさせるための留意点

実験・観察で理科への興味を持続させながら理科学習

そのものの内容に目を向けさせていく，そして興味の深

まりとともに第１分野的な内容に積極的にふれさせるこ
とが望ましい。

以上，５つの中学校の男女それぞれ約600人のアンケー

ト調査の結果を考察してみた。中学生の理科への興味の実

態をある程度つかみ，理科学習指導の際のいくつかの留意

点を指摘できたと`思う。

なお，調査に協力していただいた５つの中学校に対し衷

心より感謝の意を表したい。

要約

那覇市の市街地にある４校と中頭地区の同じく市街地内

の１校の計５つの中学校の男女それぞれ約600人にアンケ

ート形式で調査した。調査項目は現在の理科に対するすき

・きらいの度合，すき・きらいの理由，分野別の好み，お

よび､小学校時代の理科のすき・きらいについての四項目で

ある。

すき・きらいの実態は高学年程理科のすきな生徒は減り，

女子は男子に比くすきな生徒は少いといった学年差や男女

差がある。

すき・きらいの理由についてはすきな理由には実験・観

察のたのしきと理科の内容のおもしろさをあげ，きらいな

理由には授業のわかりにくさと内容のむつかしさをあげて

いる。すきな分野は第２分野で第１分野の２～３倍の生徒

が選んでいる。

刃

ろ

－４８－
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資料-１現在の理科へのすき・きらいにどういった要因がより強

く作用するのかを連関係数を用いて考察した。その結果，

過去の小学校時代の影響よりも現在の学習の諸条件がよ

り強く作用するということである。

以上のことに基づいて．理科ぎらいの生徒に理科をすき

にさせ,理科のすきな生徒をより一層すきにさせるような指

導上のいくつかの留意点をあげてみた。

アンケート

第学年男女

このアンケートの質問に，あなたが適当と思うものに

○印をつけて，答えてください。これは成績には関係

ありません。

1．あなたは理科がすきですかきらいですか？
０Ｊ
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､

２の１１の質問で，たいへんすきまたはすきのらん

に○印をつけたひとは。その理由を次のらんから股も

適当と思うもの一つをえらんで答えてください。

２の２１の質問で，きらいまたはたいへんきらいの

らんに○印をつけたひとは，その理由を次のらんから

股も適当と思うものを－つをえらんで答えてください。

⑥

勺

3．理科の第一分野と，第二分野をくらべると，どちらの

方がすきといえますか？

－４９－

○印 すき・きらいの別

たいへんすき

ややすき

すきでもきらいでもない

きらい

たいへんきらい

○印 理由

内容がおもしろい

実験や観察があって，たのしい

授業がわかりやすい

理科の成績がよい

その他

○印 理由

内容がむつかしい

実験や観察があって,めんどうだ

授業がわかりにくい

理科の成積がわるい

その他

○印 分野の別

第一分野がすき

第二分野がすき

どちらともいえない
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４．４学校のころは，理科がすきでしたか，きらいでした

力固？

､

③

ＩＤ

亀

－５０－

○印 すき・きらいの別

たいへんすきだった

ややすきだった

すきでもきらいでもなかった

きらいだった

たいへんきらいだった


